
 

 

当社の金属製扉は、形状によって多様な品種があ

り、用途によって様々な材質の扉を、寸法や型への

切断、曲げ、穴あけ、溶接などの加工を行い納入し

ている。 

最近では、金属加工業界において、生き残るため

に取引先ユーザーの生産ニーズを見極め、これに対

応できるモノづくりの経営力を整備していくこと

が重要になってきた。 

当社としても材料の調達をはじめ、加工や在庫管

理の機能強化を目的とした設備投資によりさらな

る成長を目指した取り組みを行うことが急務であ

った。 

受注は順調に伸びており、曲げ加工プロセスで生

産待ちが発生し、ボトルネックになっている。現状

は、ベンディングマシーン（曲げ加工機）1台と従

業員３名で対応しているが、１人当たり月８０～

10０時間の残業にて仕事をこなしており労働負荷

が高く問題となっている。 

この課題に対して、ＩoＴを用いた設備を導入する

ことで、革新的に生産性を向上させることが可能であ

るとの判断から本事業を取り組むこととなった。 

 

 

加工範囲が広く、世界最高の高速高精度曲げ加工

ができ、経験の浅い作業員でも、試し曲げなしで目

標角度に加工できる「ＩoＴを用いたベンディング

マシーン」を導入することでボトルネックの解消を

図る。 

また、ＩoＴを活用した工場内外のネットワーク

接続を進めたスマート板金工場を狙い、本事業期間

において、プロセスイノベーションの構築をする。 

 

 

アマダ製のベンディングマシーンの仕様を調査

研究し、当社の要望に沿った機種を選定・発注・効

率的なレイアウトを検討して設置した。 

ベンディングマシーンの試運転を行い、初期不具

合等をネットワークに接続して、問題ないか確認し

た。アマダのオペレーター研修に参加して、人材育

成を行った。 

ＩoＴを活用できるものを標準化し、それをデータ

化して、データーベースに入れる。 

ベンディングマシーンに関する成果とＩoＴ活用

の成果をまとめ、目標値に対する評価を行った。 

 

 

ＩoＴを用いた最新モデルのベンディングマシー

ンを導入することにより革新的な生産プロセスの

改善となり、同時に従来のベンディングマシーンと

併用したことで、薄板材～厚板材、形鋼材に対して

効率的に設備を運用して生産性を上げ、低コスト化

及びリードタイムの更なる短縮につなげることを

実現、その結果として他社との競争力を強化でき

た。 

ハイブリッドドライブベンダー一式の導入によ

り生産性が上がり、効率的な材料の調達や適正な在

庫管理ができるようになった。 

その結果、曲げ工程の待ち時間が解消し、従来出

来なかった曲げ加工を可能にするシートワークス

ソフトを購入することで、高精度な曲げ作業の内製

化が可能となり、コスト低減と納期短縮が出来るよ

うになった。 

また、ＩoＴを有する他の設備やCAD/CAMシス

テムおよび生産管理システムとの工場ネットワー
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概要 



クシステムへの接続が可能となり、さらに生産性を

上げる体制が構築できた。 

 本事業で取り組んだ結果、生産性の向上による低

コスト化が可能となる。また、高性能ベンディング

マシーン導入により様々な曲げ加工が可能となり

製品品質は向上した。加えて、ＩoＴの活用で全社

的にムリ、ムダ、ムラが排除ができた。 

以上のことから、価格競争の優位性、安定した高

品質、生産性の向上により、今後の受注増が期待で

き、売上げ増が見込まれ、収益性も上昇するものと

期待できる。 

 

 

生産待ちになっていた曲げ工程が改善されたこ

とによって、生産リードタイムが短縮され、また、

２台での生産体制がとれたので顧客より要求され

ていた２倍以上の仕事量をこなすことが可能とな

った。さらに、コストダウン要求に対しても顧客ニ

ーズに応えることができたので、競争力も強化さ

れ、また、社内ＩoＴ対応など顧客との連携ができ

る体制となり他社との差別化も図れるようになっ

た。 

 

 

受注生産体制が整備できたことから、主力製品であ

る鋼製建具については、まず主要ユーザーである文化

シャッターからの発注シェアを50%に引き上げる。ま

た、他のユーザーについては、多彩な特殊オーダー扉

の受注拡大、高品質な扉を自社製品として開発販売す

ることも念頭にある。様々なユーザーニーズに応え進

化と成長を目指す。 

建設業界では2Dが主流で、当社のように3Dデータ

を駆使して製作するところは数少ない。3Dというキー

ワードで、すべての生産ラインをととのえることで、

製作ミス･不具合を激減させ、紙ベースのデータのやり

取りをなくした。生産性向上、品質の向上、リードタイ

ムの短縮をＩＴ化することで実現している。 

「受注生産から自社製品の開発（オーダーメイドか

らイージーオーダー、そして自社製品開発）」への道の

りは、決して遠くはない。 
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3DCAD データサーバー 3DCAM 

現状の CAD/CAMシステムに新規ベンディングマシーンを接続する 
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